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はじめに
　作業療法における対象者の感情表出は，「調子が悪
い」「疲れた」「つまらない」などネガティブな面と，「気
分が落ち着いた，良くなった」「楽しい」などポジティ
ブな面がある。それらの言動は，一時的あるいは継続
的な場合でも，セラピストの対応に影響を与えるため
無視することのできない主観的評価である。作業療法
では治療手段としてさまざまな作業・活動を利用し 1），
それらの感情表出の前後の変化を捉えることで，治療
プログラムの効果を検討することも多い。
　作業自体の効果については，古くから精神と身体の
相互作用 2)，奏功機転 3) など，多くの先人たちによっ
て概念が提唱されてきた。一方でこれらの効果を科学
的な根拠に基づき明確に示すことの難しさと重要性も
指摘されてきた 1,� 4)。対象者の感情表出の自己評価を

定量化するものには，気分を測定する Profile�of�Mood�
States（以下 POMS）5,� 6)，不安状態を測定する State-
Trait�Anxiety�Inventory（以下 STAI）7)，小林らが開発
した気分と疲労のチェックリスト Inventory�Scale� for�
Mood�and�Sense�of�Fatigue（以下 SMSF）8,�9) などを作
業療法で利用することが検討されている一方で，客観
性に乏しいという指摘もある 10-12)。
　我々の関心は，作業・活動そのものによって，患者
の心身に良い影響をもたらしているか，対象者の気分
や疲労を主観的評価から判断して良いかである。その
ためには，作業・活動前後の対象者の主観的評価と生
理学・生化学的指標と関連しているかを明らかにする
ことが必要である。ネガティブな気分や身体的・精神
的疲労は，ストレス反応として捉えると，視床下部―
下垂体―副腎皮質系の内分泌応答に関連したコルチ
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要　　旨
　作業療法における対象者の感情表出はポジティブな面とネガティブな面があり，セラピ
ストが対象者に対応するうえで無視することのできない主観的評価である。作業療法では
様々な作業・活動を利用し，感情表出の変化をプログラムの効果として検討することが多
い。そのため，これらの効果を科学的な根拠に基づき示すことは重要である。
　そこで今回，作業療法の治療手段の 1 つである手工芸のうち「段通」を課題とし，若
年健常女性 16 名を対象に，疲労感や気分の Visual�Analog�Scaleとストレスホルモンの 1
つコルチゾールに対する効果を検討した。作業は 1 回 60 分とし，集団または個別の環境
で各 8 回行った。集団環境では作業後に身体的疲労度は増強，気分は改善，唾液コルチゾー
ル濃度は低下した。個別環境では身体的疲労度，気分および唾液コルチゾール濃度に有意
な変化は認めなかった。また，気分と唾液コルチゾール濃度の間にやや相関関係があった。
以上より，手工芸は気分の改善に有効だが，その効果は作業環境に影響される可能性が示
唆された。
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ゾール 13,�14) で評価できる。唾液中コルチゾールは，採
取が簡便で心理的な急性ストレスに対しての増加が報
告されている 15-18)。作業活動時の心理機能の主観的な
変化を同時に調べた研究はきわめて限られている 19)。
一方，作業療法室内では，対象者個々にプログラムが
実施されているとしても，複数の対象者が存在してお
り，時には談笑してのんびりできる場合もあれば，他
との交流が無く行っている場合もある。つまり，集団
環境に置かれる場合と集団であってもより個別環境に
置かれている場合があり，ストレス応答の環境による
影響も考慮する必要がある。
　そこで本研究では，作業療法で用いられる段通の実
施前，実施中，実施後の身体的疲労度，精神的疲労度，
および気分の主観的指標と，唾液コルチゾール濃度指
標に対する，集団と個別の実施環境の影響を検討した。
　
方法

1 ．対象
　対象は健常成人女性 16 名（平均年齢 22.1±1.7 歳）と
した。対象者は女子大学生の非喫煙者とした。実験を
行うにあたり，対象者に対して事前に実験の趣旨を説
明し，書面により実験参加の同意を得た。本研究は金
沢大学医学倫理審査委員会の承認を得て実施した（承
認番号 804）。

2 ．課題および作業環境
　手工芸の課題は，「段通」とし，マットを作成した

（図 1）。段通は平織り 2 段とトルコ結び 1 段（50結び）
の技術を繰り返し，作業の材料，道具，教示方法は標
準化された方法で行った 20)。

　作業環境は集団（8 名）と個別（8 名）の 2 条件を
設定した。集団環境は，4 人 1 グループとし，図 2（左）
のように机を配置し，被験者の作業スペースは机 1 つ
分とした。作業中の会話，休憩は自由とした。個別環
境は，ほぼ同じ広さの個室を用意し，各部屋 1 人ずつ
とし，作業スペースは集団環境と同様とした（図 2 右）。
休憩は自由とした。室温は約 23℃とし，日常生活音以
上の騒音がない静かな環境を保持した。

3 ．実験手順
　作業は 1 日 1 回 60 分とし，週に 4 回，計 8 回実施
した。
　被験者の身体的疲労度，精神的疲労度，気分に対す
る主観的評価は，毎回，作業開始前と作業終了時に
VAS で評価した。対象者には，「あなたが今感じてい
る疲労度（気分）を，左右両端に示した感覚を参考に，
直線上に×印で示してください」と指示した。身体的
疲労度と精神的疲労度は，0mm を “ 疲れを全く感じ
ない最良の感覚 ”，100mm を “ 何もできないほど疲れ
切った最悪の感覚 ” とした。気分は，0mm を “ 最良
の気分 ”，100mm を “ 最悪の気分 ” とした。左端から×
印までの長さを mm 単位で測定し，VAS の値とした。
　ストレス反応は，唾液中コルチゾール濃度を Cortisol�
Salivary�Immunoassay�Kit�（Salimetrics 社，USA）を用
いて，酵素免疫測定法（ELISA 法）で測定した。その
ための唾液の採取は，唾液採取用スポンジ（Salimetrics�
Oral�Swab,�Salimetrics 社，USA）を舌下に 2 分間入れ，
無刺激で分泌された唾液を採取し，サンプルチューブ
に回収した後，− 20℃で冷凍保存した。後日，唾液サ
ンプルは，自然解凍後に遠心分離（3000rpm × 15 分間）
し，上清より 25μl を抽出した。その後，吸光度（波長
450nm）を測定し，コルチゾール濃度を算出した。
　唾液採取のタイミングは，作業への慣れの影響を考
え，�作業の 1，2 回目（不慣れな時期）および，� 7，8
回目（慣れた時期）に，各回の作業開始前，開始後 30 分，
60 分（終了時），90 分（終了後 30 分）の 4 回とした。
　コルチゾールに対する生活習慣の影響を小さくする
ため，被験者には，事前に実験中の生活リズムが不規
則とならないよう説明し，協力を得た。また，被験者
の統制は次のように行った。被験者の起床時間（AM8
時以前）を確認し，作業は毎回 14 時に開始した。唾液
採取前日の飲酒は控えるよう説明し，協力を得た。さ
らに，被験者は測定開始 2 時間前からの飲食・運動を

図 1．段通作業

図 2．作業環境
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控え，作業開始 30 分前に入室し，安静を保った後，作
業を開始した。実験前に，就寝時間，起床時間，健康
状態，服薬の有無，飲酒の有無、昼食後の歯磨きの実
施をアンケートおよび口頭で確認した。

4 ．統計処理
　気分，身体的疲労，精神的疲労の VAS およびコルチ
ゾール濃度については，集団と個別の作業環境ごとに，
回数と時間を 2 要因とする反復測定分散分析を行っ
た。コルチゾール濃度と各 VAS との相関については，
Shapiro-Wilk 検定により正規性に従わなかったため，
Spearman の順位相関係数を用いた。この相関分析に
は，VAS の指標としての有用であれば，個人差や測定
時点に影響がないと考え，16 人× 4 回（作業 1，2，7，
8 回）× 2（作業開始時，60 分後（終了時））の全 128
個のデータ（コルチゾールと VAS）を含めた。各検定
の有意水準は 5％とした。統計ソフトは SPSS（Ver.25）
を用いた。

結果
1 ．作業前後の VAS の比較

　疲労度と気分に対する作業「段通」の影響を検討す
るため，作業開始後の 1，2 回目と作業に慣れ完成間
近の 7，8 回目のそれぞれについて，作業開始前と作
業終了時の VAS（8 人の平均値）の変化を調べた。結
果を表 1（集団環境），表 2（個別環境）に示す。

　集団環境において，身体的疲労度は交互作用，回数
の主効果は有意ではなく，時間の主効果が有意であり，
開始時と比較し終了時に有意に増強していた（交互作
用�F（3,�21）=�1.82,�p�=�0.17,�η p2�=�0.21;�回数�F(3,�

21）=�2.10,�p=�0.13,�η p2�=�0.23;�時間�F（1,�7）=�8.18,�
p�=�0.024,�η p2�=�0.54)。精神的疲労度は交互作用，回
数，時間ともに有意ではなかった（交互作用�F(3,�21)=�
0.82,�p�=�0.50,�η p2�=�0.10;�回数�F（3,�21）=�0.50,�p�=�
0.69,�η p2�=�0.066;�時間�F（1,� 7）=�0.058，�p�=�0.82,�
η p2�=�0.008）。気分は交互作用，回数の主効果が有意
ではなく，時間の主効果が有意であり，開始時と比較
し，終了時に気分は有意な改善を示した（交互作用�F

（3,�21）=�0.65,�p�=�0.59,�η p2�=�0.085;�回数�F（3,�21）
=�2.78,�p�=�0.067,�η p2�=�0.28;�時間�F（1,�7）=�12.61,�
p�=�0.009,�η p2�=�0.64）。
　個別環境において，身体的疲労度，精神的疲労度，
気分のいずれの項目も，交互作用，回数の主効果，時
間の主効果で有意ではなかった（身体的疲労度 ,�交互
作用�F（3,�21）=�1.42,�p�=�0.27,�η p2�=�0.17;�回数�F（3,�
21）=�2.23,�p�=�0.11,�η p2�=�0.24;�時間�F（1,�7）=�1.37,�
p�=�0.28,�η p2=�0.16;�精神的疲労度 ,�交互作用�F（3,�
21）=�2.70,�p�=�0.072,�ηp2�=�0.28;�回数�F（3,�21）=�2.00,�
p�=�0.15,�η p2�=�0.22;�時間�F（1,�7）=�0.070,�p�=�0.80,�
η p2=�0.010;�気分 ,�交互作用�F（3,�21）=�0.35,�p�=�0.79,�
η p2=�0.048;�回数�F（3,�21）=�0.86,�p�=�0.48,�η p2�=�
0.11;�時間�F（1，7）=�2.29,�p�=�0.17,�η p2�=�0.25）。

2 ．「段通」による唾液コルチゾール濃度の変化
　作業「段通」がストレス指標とされるコルチゾール
濃度に与える影響を検討するため，作業開始後の 1，
2 回目と作業に慣れ完成間近の 7，8 回目のそれぞれ
について，作業開始前，開始後 30 分，60 分（終了時），
90 分（終了後 30 分）のコルチゾール濃度の経時的変化
を調べた。結果を表 3（集団環境），表 4（個別環境）
に示す。
　集団環境において，交互作用，回数の主効果は有意

表 1．集団環境の VAS の平均値と分散分析結果

表 2．個別環境の VAS の平均値と分散分析結果

  

表 1．集団環境の VAS の平均値と分散分析結果 

 

 
 
  

表 2．個別環境の VAS の平均値と分散分析結果 
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ではなく，時間の主効果が有意であった（交互作用�F
（9,�63）=�0.61,�p�=�0.78,�η p2�=�0.087;�回数�F(3,�21）=�
0.87,�p=�0.47,�η p2�=�0.11;�時間�F（3,�21）=�17.30,�p�<�
0.001,�η p2�=�0.71)。
　個別環境において，交互作用，回数，時間のいずれ
も有意ではなかった（交互作用�F（9,�63）=�0.67,�p�=�
0.74,�η p2�=�0.087;�回数�F(3,�21）=�1.39,�p=�0.27,�η
p2�=�0.17;�時間�F（3,�21）=�1.26,�p�=�0.32,�ηp2�=�0.15)。

3 ．VAS と唾液コルチゾール濃度との関係
　VAS を用いた主観的評価と唾液コルチゾールを用い
た客観的評価との関係を調べるため，3 項目の VAS そ
れぞれについて，唾液コルチゾール濃度との相関を調
べた結果を図 3 に示す。身体的疲労度と唾液コルチ
ゾール濃度の間に有意な相関はなかった（rs=�-0.009，
p=�0.92）。精神的疲労度とコルチゾール濃度の検定結
果に有意な相関はあったが，相関係数から相関関係は
ほとんどないと判断した（rs=�0.20，p<�0.05）。気分と
コルチゾール濃度の検定結果に有意な相関があった。
相関係数から，両者の間にはやや相関関係があると判
断した（rs=�0.30，p<�0.01）。

考察
1 ．主観的評価の変化

　手工芸「段通」の開始時と終了時に主観的な身体的
疲労度，精神的疲労度，気分について VAS を用いて評
価し，集団環境と個別環境でそれぞれ繰り返しの変化

を検討した。集団環境では，身体的疲労度は作業前に
比べ作業後に有意に増強したのに対して，気分は有意
に改善した。一方，個別環境では，いずれの尺度にお
いても，有意な変化を認めなかった。この結果から，
集団環境下での作業活動は，気分に対して効果が期待
できる可能性が示唆された。今回，集団環境は，会話
ができる，他者の様子を見ることができるなど，作業
を行う以外の行動が自由に選択できたことが要因とし
て考えられる。しかし，本研究の対象者らは互いに知っ
た仲であったことが影響した可能性もあるため，解釈
には注意が必要である。一方，作業活動自体の効果に
ついては，段通作業に限定した研究デザインのため言
及することは難しいが，個別環境においても身体的疲
労と気分の VAS に類似の変化があったことは，作業活
動自体の効果を反映する可能性がある。今後は，対象
者を増やす，あるいは同一対象者で個別と集団での比
較，さらには異なる作業活動などで検討する必要があ
る。

2 ．唾液コルチゾール濃度の変化
　手工芸「段通」を行った時の疲労や気分の変化をス
トレス反応と捉え，唾液コルチゾール濃度を測定した。
集団環境では，唾液コルチゾール濃度は，時間要因（作
業開始前，開始後 30 分，60 分（終了時），90 分（終了
後 30 分））において有意な変化を認めた。また，作業
開始から終了の 1 時間での変化は，約 33％の減少で
あった。20 代女性の唾液コルチゾール濃度の日内変動
は，起床後 6 時間（2.4nmol/L）と 8.5 時間（1.6nmol/L）
との報告されており 21），本研究と同様に算出した場合
には約 13.2％／時間の減少となることから，本研究の
集団環境におけるコルチゾール濃度の減少は，日内変
動だけでは説明できない。一方，個別環境では，唾液
コルチゾール濃度は，時間の要因に関する影響は有意
ではなかった（p=0.32）ものの，�開始時に対して，90
分後（終了後 30 分）に増加していた。生体はストレス
に反応し，視床下部−下垂体−副腎皮質系（HPA 系）
を介してコルチゾールの分泌を促進させ 22)，精神的ス
トレスや身体的ストレスに対して唾液コルチゾール濃
度の増加が報告されている 17)。個別環境の場合，集団
環境と異なり，作業以外の過ごし方の自由度が制限さ
れるため，ストレスになった対象者がいた可能性は否
定されていない。集団と個別の環境下に対するストレ
ス反応は，個人差に左右される可能性があり，今後 ,
検討する必要がある。
　コルチゾール濃度は，ストレス以外のさまざまな因
子として，年齢，性別，健康状態，喫煙歴，飲食，飲

表 3．集団環境のコルチゾール値の平均値と分散分析結果 

 
 
  

表 3．集団環境のコルチゾール値の平均値と分散分析結果 

表 4．個別環境のコルチゾール値の平均値と分散分析結果

 
 
 表 4．個別環境のコルチゾール値の平均値と分散分析結果 

図 3．疲労度・気分と唾液 Cortisol 濃度との関連
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酒，運動，サーカディアンリズムなどの影響を受ける
ことが知られている 14,�21) ため，これらの因子の影響を
最小限とするように実験を行った。測定した唾液コル
チゾール濃度は，血中コルチゾール濃度と良く相関し
ており 13)，手工芸「段通」の遂行による精神的，身体
的ストレスの変化について，作業環境の影響を捉える
ことができたと考えた。今回の個別環境の結果からは，
主観的評価の結果では，疲労や気分について有意な変
化を示さなかったものの，唾液コルチゾール濃度が増
加する傾向を示したことから，1 人で作業を行う事が
ストレスに感じる場合があると考えられるため，作業
療法を実施するうえで，集団か個別の環境の選択は個
人のストレス反応性や経過を総合的に評価した上で判
断する必要があると言える。

3  ．主観的指標（VAS）と客観的指標（唾液コルチ
ゾール）との関連性

　臨床における主観的評価の有用性を検討するため
に，3 項目の VAS と唾液コルチゾール濃度の相関を調
べたところ，気分の VAS の値と唾液コルチゾール濃度
にやや相関関係があると判断した。VAS の評価が “ 最
良の気分 ” に近ければ，唾液コルチゾール濃度が低い
という結果であり，気分の主観的評価は臨床的な有用
性が示唆された。しかし，相関関係は強いとはいえず，
臨床で気分の評価を VAS で実施する場合には，継続
的に測定し，対象者の主観的評価の傾向など背景を考
慮することは重要である。身体的疲労度と唾液コルチ
ゾール濃度との間に相関を認めなかった。以上の結果
からは，集団環境のストレス応答に対する効果は，身
体的な疲労よりも，精神的ストレスの軽減を反映した
ものと考えられる。臨床においては，気分の主観的指
標（VAS）を参考に，作業療法環境を検討することに
役立つ可能性が考えられる。

4 ．本研究の限界と今後の課題
　本研究では，手工芸「段通」を 1 時間行うことは，「気
分」を改善し，唾液コルチゾール濃度を減少すること，
また，その効果は作業環境に影響され，集団環境の方
が良いことが示唆された。

　環境については，本研究の対象者は 20 代の健常女性
で，集団環境を構成した対象者は同級生であった。よっ
て，異なる年代や顔見知り以外で構成された集団環境
で検証することが必要と考えられる。また，「1 人でい
ることが好きか，集団でいることが好きか」の好みも
人により異なることから，その好みを調べた上で，作
業環境の影響を検討する必要がある。
　唾液コルチゾール濃度については，ストレス指標と
して多く用いられるが，一方で様々な影響を受けるこ
とが知られている 14）。今回，性別，年齢，喫煙，飲酒，
飲食，運動，起床時間については被験者の統制を行っ
たが，月経周期の統制は行わなかった。よって，その
影響は否定できない。また，コルチゾール濃度の変化
は，刺激を与えられてから分泌のピークまでに遅延す
ることが知られており 23），この遅延を考慮する必要が
ある。
　本研究の結果は，作業療法中の患者の主観的な評価
が十分参考となることを示した。しかし，作業自体の
効果については，個別環境において，VAS 指標の効果
と唾液コルチゾール濃度の改善が明らかでなかった点
から十分な検討は出来なかった。今後，段通をしなかっ
た日，異なる作業を行った際の主観的指標や唾液コル
チゾール濃度の検討ができれば，有用な知見を得られ
る可能性がある。また，今回の結果は作業環境が気分
に与える影響を中心に検討したのみである。作業療法
の効果は気分や疲労だけでなく，能力の改善，機能維
持など多面的であり，今後あわせて検証していく必要
がある。
　今回は「段通」を課題としたが，作業を 1 時間行う
ことにより唾液コルチゾール濃度が低下した結果は，
女性 15 名，男性 7 名の被験者に対して行われた「ネッ
ト手芸」の後の唾液コルチゾール濃度の低下を示した
小林ら 24) の報告と一致した。このことから，作業種目
に関わらず，作業を行うこと自体に気分改善の効果が
存在するのであれば，作業を行う患者の主観的あるい
は自覚された反応に変化が生じ，気分の改善以外の目
的で行われる他のプログラムの効果に好影響が及び，
これらは作業療法全体の効果にも影響すると考えられ
る。
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Effects of craft activities on fatigue and mood states measured by visual analog 
scale and salivary cortisol level in young healthy female volunteers

Yui�Kikuchi,�Aika�Matsumoto1）,�Manami�Takagi2）,�Takashi�Yoneda3）,�Mitsugu�Yoneda

Abstract
　Craft�activities�are�commonly�used�in�occupational�therapy,�especially�for�patients�with�
mental�disorders.�We�examined� the�effects�of� the�“Dantsu”�craft�on�mood�and�stress�
using�both�subjective�(visual�analog�scale:�VAS)�and�objective�(salivary�cortisol)�measures.�
A�total�of�16�young�healthy� female�volunteers�participated� in� the�experiment.�The�craft�
activity� (1�hour,�once�a�day)�was� repeated�eight� times� for�groups� (four�persons� in�a�
room)�and�individuals�(one�person�in�a�room).�In�the�group�participants,�the�craft�activity�
significantly� increased�physical� fatigue�(VAS),� improved�mood�(VAS),�and�decreased� the�
level�of�salivary�cortisol.�In�the�individual�participants,�the�craft�activity�had�no�significant�
effect�on�physical� fatigue,�mood�and�salivary�cortisol.�Mood�(VAS)�and�salivary�cortisol�
levels�had�a�significant�correlation.�These�results�show�that�craft�activities�are�effective�in�
improving�the�mood�and�stress�of�individuals,�at�least�under�some�conditions.


